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Abstract

DECi-hertz Interferometer Gravitational wave Observatory (DECIGO) is the future Japanese 
space gravitational wave antenna. It aims at detecting various kinds of gravitational waves 
between 1 mHz and 100 Hz frequently enough to open a new window of observation for 
gravitational wave astronomy. The pre-conceptual design of DECIGO consists of three drag-free 
satellites, 1000 km apart from each other, whose relative displacements are measured by a 
Fabry–Perot Michelson interferometer. We plan to launch DECIGO in 2024 after a long and 
intense development phase, including two pathfinder missions for verification of required 
technologies.
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200９年 打ち上げられた
結果の一部が2013.3月に
発表された。
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縦軸はインフレーション起源の重力波揺らぎと密度揺らぎの比
重力波の波長は宇宙の大きさ１０２８cmくらいの長波長。
DECIGOが計るのは１０１１cmくらい。両方を見ないと
インフレーションモデルを確定できない。（中山さんの話）
横軸はスペクトルの指数

arXiv:1303.5062



Planck 衛星は期待されていたnon-gaussianityはないと
言う残念な結果

今からはスカラーテンソル比 rの測定が大きな課題
（＝インフレーション起源の重力波の長波長極限での振幅）

次に我らのDECIGOで、短波長でのインフレーション起源の重力波の
振幅を決定しないとインフレーションモデルの決定ができない。
(中山さんの話）



DECIGO WG members

JGWC総会 (2013年10月1日)

青柳巧介, 我妻一博, 浅田秀樹, 麻生洋一, 新井宏二, 新谷昌人, 
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安東さんのファイル



メンバー構成

JGWC総会 (2013年10月1日)

DECIGO-WG メンバー 145名

理論 57名
実験 80名
シニア 8名

実験 80名の内訳
KAGRAでも主要タスクを担うメンバー 17名 (21%)
KAGRAでも一部のタスクを持つメンバー 3名 (  3%)
DECIGO/DPFのみに参加 57名 (71%)
国外 4名 (  5%)
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KAGRA and DECIGO

JGWC総会 (2013年10月1日)

KAGRA (~2017)

Terrestrial Detector

High frequency events

Target: GW detection

DECIGO (~2027)

Space observatory

Low frequency sources

Target: GW astronomy
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コメント

１） DECIGOとKAGRAとは独立。これは光赤外天文学と電波天文学が
組織も違い、将来計画も独立にやっているのに対応。 従って、
adv KAGRAとDECIGOが並走することもあり得るだろう。

２） Japan SKA(Square Km Array)電波望遠鏡のグループも
PTA(Pulsar Timing Array)に関連して重力波に関心を持って来て
宇宙電波懇談会のシンポで講演を依頼して来た。

（理論屋の多くとは日程が合わなかったが、井岡君が行ってくれる。）



DECIGO グループの体制についての提案

1) DECIGOグループは当初の計画とおりDPF、pre DECIGOを経て
2025年頃にDECIGO打ち上げを目指す。

2)当面の役員
代表 中村卓史
副代表 安東正樹（DPF担当）

瀬戸直樹 (事務局長並びに理論担当）
HP担当
他の役員 ？

３)年に１回は DECIGO WSを開催する。

４）今回は印刷物でproceedingを発行
（パワーポイントをpdfにしたものでOK)
５）組織の規則等を整備する。
（例えば入会、退会の規則。役員選挙規則）


